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いつも、タカジョウグループを応援していただ
きありがとうございます。9月に入り、朝夕と少
し涼しく、秋らしくなってきたように感じます。
このまま新型コロナの感染は落ち着いてくるので
しょうか。それとも…
感染予防対策をしっかりしながら、スポーツや食
など、秋らしさを楽しみたいものです。

さて、実は、夫婦で新型コロナウイルスに感染
していました。夫婦で同じタイミングで発熱し、
検査の結果は陽性。熱はすぐに下がったものの、
咳や風邪のようなだるさを抱えながら隔離生活を
しておりました。救いは、2人同時だったために、
自宅でお互いを隔離しなくても良かった事でしょ
うか。
社内のミーティングなどはオンラインで参加でき
たものの、沢山の方々に予定を変更して頂き、ご
迷惑をおかけしました。罪悪感を感じると同時に、
隔離しながらできる仕事、そもそも私じゃなくて
も良かった仕事など、色々なことが整理整頓され
たように思います。

そんな生活をしている中、東京大学の熊谷准教
授のインタビューを目にしました。脳性まひの障
がいを持ち、車イスで生活する熊谷さんは、東日
本大震災の時、5階の研究室にいて、エレベー
ターが止まり、逃げ遅れてしまったそうです。
「他の人は、階段やはしごを使って建物を出るこ
とができた。彼らには5階から逃げる際に、3つも
依存先があったのに、自分にはエレベーターしか
なかった。」「これが障がいの本質。つまり、“障
がい者”というのは、依存先が限られてしまってい

る人たちのことです。」そんな風に語っていまし
た。

熊谷さんは、「健常者は、何にも頼らずに自立し
ていて、障がい者は、いろいろなものに頼らない
と生きていけない人だと勘違いされているけれど、
真実は逆、健常者は、様々なものに依存できてい
て、障がい者は、限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存
度を浅くすると、何にも依存してないかのように
錯覚できるのです。」と。

新型コロナの療養生活で不自由な状況だからで
しょうか、この言葉が胸に突き刺さりました。よ
く考えてみると、新型コロナウイルスが蔓延する
前から、私たちは、誰かに依存して生きています。
電気、ガス、水道など、生活を支える仕事をして
くれている方々、お米や野菜つくってくれる方々、
警察の方々、医療に従事されている方々、お客様、
スタッフの仲間たち。もちろん、家族。
決して一人で生きれないと知っているのに、いつ
のまにか、熊谷さんが言うように、依存していな
いような錯覚をしていたのかもしれません。

新型コロナのおかげで、改めて気づかせてくれた
「こんなにも沢山の方々に依存していた事」
沢山の方々に支えられている事に感謝しながら、
自分も沢山の誰かの依存先になれるように…

優しさ溢れる美しい世界を目指して、歩み続けま
す。今月もありがとうございました。

⾧井正樹

一食一円運動

７月末での繰り越し残高
4,900,623円

８月末でのご協力金額
88,560円

合計残高
4,989,183円

ご協力誠にありがとう
ございます。

社長メッセージ「自立とは、依存先を増やす事」



2022年10月号

卒業証書
3年間の頑張りを糧に旅立った

ミャンマーのみんな
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コロナ感染拡大による人員不足の為、
スタッフの皆様には無理をお願いし
てしまいました。ご負担をお掛けし
て申し訳ありません。
今後ともよろしくお願い致します。

お客さまより嬉しいお便
りを頂きました。ありが
とうございました。

あなたの個性が輝く仕事が必ずある 一般企業に就労することが困難な障がいのある方に対して、
雇用契約に基づく生産活動の機会の提供、知識および能力
の向上のために必要な訓練などを行います。

高浄本社ビル２階にある“ユニークコパン”では、線香を箱詰めにする内職を
しています。タカジョウ通信から、線香の良い匂いがするかも(^^)

～ グループ会社のご紹介 ～

ユニーク本店 ユニークコパン



2022年10月号

８月１日～８月末まで
クレーム発生件数 ２５件
（※ヒヤリハット事例も含みます）

【内容】某クリニックにてクレーム発生。玄関マットを移動させて清掃しようとした際に、

マットの角が破れてしまった。

【対応】現場に訪問して状況確認後、お客様に謝罪しました。

今後、マットを移動する際は一部分に力を入れるのではなく、全体を引いて動かすよ

う指導する事でご納得いただきました。

破れた原因は一部分を持ち上げた事だけでなく、経年劣化もありました。

事業所内で劣化や痛みなどにより、壊れやすくなっている備品がある場合は、お客様

へ相談するか、本社担当者へ報告してください。

【整理】
要るものと、要らない物を区分して、要ら
ない物を一掃する。

【整頓】
置き場所を決め、必用なものを必要な時に、
必要な量だけ安全に取り出せる。

皆さんの事業所の道具置場で
このような状況なっていませ
んか？

「混ぜるな危険」というフレー
ズは、今まで何度も耳にしたことが
あると思います。何が？『酸性系の
洗剤』と『塩素系』の洗剤を混ぜ合
わせるとどうなるかです。
どうなるの？酸性の成分が塩素と化
学反応を起こし、有毒な塩素ガスを
発生するという現象です。
「もう分かってるよ！」と思ってい
るスタッフも多いでしょうが、右の
写真を見てください。

塩素系ハイターと酸
性系のサンポールが
隣り合っている。
一見蓋がキチンと閉
めてあるので、大丈
夫とお思いでしょう
が、そこに油断が生
じます。保管はお互
い距離を置いてくだ
さい。


